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1. 研究背景 

本研究室では、プラズマ活性化溶液が殺菌効

果や植物の成長促進効果を発揮することを明

らかにしてきた[1]。 

本研究では、アミノ酸の一種である L-トリプ

トファン（L-Trp）溶液に酸素ラジカルを照射

することで、生成されるトリプトファン分解物、

特にホルミルキヌレニン（FKYN）、キヌレニ

ン（KYN）の高効率精製に取り組んだ。 

2. 実験方法 

ラジカルのみを照射できる大気圧ラジカル

源(FPA10、FUJI製)[2]を用い、50 mMの L-Trp

溶液を調製した。ラジカル処理条件は、照射時

間 1、3、5、7、10 分、照射距離 10 mm、ガス

流量 Ar : 4.96 slm, O2: 0.03 slmとした。逆相カ

ラム（AQ-C18、粒子径 5 µm、カラムサイズ 3.0

×30 mm、GL-Sciences Inc.）を装着した HPLC

装置(Prominence、島津製作所)を用い、移動相

として、(A)MilliQ水、(B)メタノールを合計流

量 0.3 ml/min をグラジエントモードで送液し

た。PDA検出器の観測波長は 190～400 nmに

設定した。酸素ラジカル処理した L-Trp 溶液

0.5 μl をそれぞれ HPLC 装置に注入した。ま

た、10 mMのFKYNおよびKYN標準溶液を1、

2、4、8、16、32倍に希釈し、それぞれを HPLC

システムに注入した。得られたクロマトグラム

の面積値から、酸素ラジカル処理した Trp溶液

中の FKYNおよび KYNを定量した。 

3. 実験結果と考察 

図 1および表 1に、ラジカル照射時間に対す

る FKYNおよびKYNの濃度および重量の変化

を示す。その結果、10 分間のラジカル照射で

7mgの FKYNが精製され、0.8mgの KYNが生

成することがわかった。 

 
Table 1. FKYN and KYN concentrations and weights 

according to irradiation time. 

 

 

Fig. 1 Chromatogram as a function of Retention 
time for each irradiation time. 

4. まとめ 

トリプトファン溶液を酸素ラジカル処理す

ることで、高効率で FKYNと KYNを生成でき

ることが確認できた。 
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